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広島県立博物館館長、株式会社マルヤマ社長 

 

経 歴 

生：昭和９年（１９３４年）、広島県沼隈郡松永町（現福山市松永町）生まれ 

没：平成８年（１９９６年）、享年６２歳 

昭和２４年（１９４９年） １５歳 福山誠之館高等学校併設中学校卒業 

昭和２７年（１９５２年） １８歳 広島県松永高等学校卒業 

昭和３１年（１９５６年） ２２歳 京都大学経済学部卒業 

昭和４１年（１９６６年）～ 

 昭和４５年（１９７０年） 

３２～ 

３６歳 
丸山木材興業製作所社長 

昭和４５年（１９７０年）～ 

 平成８年（１９９６年） 

３６～ 

６２歳 
株式会社マルヤマに改変、社長 

昭和４６年（１９７１年） ３７歳 福山青年会議所理事長 

昭和５０年（１９７５年） ４１歳 学校法人福山大学評議員 

昭和５２年（１９７７年）１０月１日～ 

 昭和６０年（１９８５年）９月３０日 

４３～ 

５１歳 
広島県教育委員 

昭和５３年（１９７８年）～ 

 平成８年（１９９６年） 

４４～ 

６２歳 
日本はきもの博物館設立、館長 

昭和５７年（１９８２年）４月９日～ 

 昭和６０年（１９８５年）９月３０日 

４８～ 

５１歳 
広島県教育委員教育委員長職務代理 

昭和５７年（１９８２年） ４８歳 日本展示学会評議員 

昭和５７年（１９８２年） ４８歳 サントリー地域文化賞 

昭和５８年（１９８３年） ４９歳 全日本ケミカルサンダル工業組合連合会会長 

昭和６０年（１９８５年） ５１歳 日本文化デザイン会議地域文化賞 

昭和６１年（１９８６年） ５２歳 財団法人ふくやま芸術振興財団理事 

昭和６１年（１９８６年） ５２歳 ひろしま文庫『日本はきもの博物館』を広学図書より刊行 

昭和６３年（１９８８年） ５４歳 ふくやま美術館顧問 

平成元年（１９８９年） ５５歳 広島県立大学客員教授 



平成元年（１９８９年）１１月３日～ 

 平成７年（１９９５年）３月３１日 

５５～ 

６１歳 
広島県立歴史博物館館長 

平成２年（１９９０年） ５６歳 山陽新聞賞 

平成４年（１９９２年） ５８歳 文部大臣表彰、地域文化功労者表彰 

平成６年（１９９４年）～ 

 平成８年（１９９６年） 

６０～ 

６２歳 
日本郷土玩具博物館開設、館長 

平成７年（１９９５年）～ 

 平成８年（１９９６年） 

６１～ 

６２歳 
福山商工会議所副会頭 

－ － 従六位勲四等瑞宝章 
 

 

生い立ちと学業、業績 

昭和９年（１９３４年）、広島県沼隈郡松永町（現福山市松永町）に丸山雷蔵・千鶴子の長男と

して生れる。 

昭和２１年（１９４６年）広島県立福山誠之館中学校へ入学。 

学制改革により３年で卒業後は、広島県松永高校へ移り卒業後、京都大学経済学部に進学

する。 

入学祝に父からカメラを贈られたのがきっかけで写真部に入部、ハナヤ勘兵衛先生の指導を

受ける。 

 

卒業後は、父を助けて家業の木履製造業・製塩業に従事するが、時代は下駄の需要減、塩

田の廃止等、激動の時を迎えていた。 

 

昭和４１年（１９６６年）、父の急逝を受けて、丸山木材興業制作所社長となり、ビニールサンダ

ルも手がけ、はきもの総合メーカーとして㈱マルヤマと改組し、社長となる。 

 

昭和５３年（１９７８年）創業１００年を記念して、私財を投じて「日本はきもの博物館」を設立し

た。 

日本で唯一のはきもの博物館であり企業博物館のさきがけの一つとして注目を集め、「サント

リー地域文化賞」「日本デザイン会議地域文化賞」を受賞する。 

ユニークな博物館作りの実績を買われ、当時の竹下県知事から「県立歴史博物館」設立の準

備室長として白羽の矢を立てられ、平成元年（１９８９年）、オープンと同時に館長となる。 

 

その間、日本ケミカルサンダル工業協同組合連合会会長、広島県教育委員など、多方面に

活躍、そのかたわらで趣味の海外旅行や写真を楽しんだ。 

 

平成６年（１９９４年）、はきもの博物館の隣りに「日本郷土玩具博物館」をオープンする。 

はきものが日本人の労働を助け身体を支えたのに対して、郷土玩具は心を癒し支えてきたこ



とに気づき、二つの博物館が相呼応して日本人を理解出来ると考えてのことだった。 

 

こうした活動で「山陽新聞賞」「文部大臣表彰地域文化功労者表彰」「広島文化賞」などを受

賞する。 

この間、大学の客員教授としての講義や講演、各種審議会などの理事、写真グループ「同人

ルミネ」への出品など、文化面での活躍が増えるが、平成７年（１９９５年）広島県立歴史博物

館長を辞し、福山商工会議所副会頭となって、本業の経済活動に本腰を入れようとした矢

先、病にたおれ亡くなった。 

 

一族に警視総監をつとめた丸山鶴吉（明治３５年卒）がいる。   鍋島喜八郎（昭和２８年卒） 

 

出典１：『広島県教育委員会六十年の歩み』、４２８・４３０頁、広島県教育委員会編、（株）ぎょうせい刊、平成２０年１１月１日 

関連情報１：『日本はきもの博物館 日本郷土玩具博物館 ９７夏の企画展』 

関連情報２：『校舎落成記念誌（広島県立松永高等学校）』、４９頁、「私の高校時代」、丸山茂樹、校舎落成記念誌編集委員

会編刊、１９８５年１１月２２日 

２００５年６月２日更新：本文●２００６年６月３０日更新：タイトル●２００８年１月８日更新：経歴・本文●２００８年３月７日更新：関

連情報●２００８年７月２９日更新：本文●２００８年１２月１１日更新：経歴・出典●２００８年１２月１２日更新：経歴●２００９年７月

３１日更新：本文● 

 


